
財務・IR担当の直川紀夫です。

これより、２０１４年度第１四半期実績と見通し

についてご説明します。
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まず、損益計算書の要約です。第１四半期の
売上高は、前年比＋３．７％の１，６８４億円、
現地通貨ベースでは△２．３％。

うち、国内は、△３．２％。海外は、＋１０．８％、
現地通貨ベースでは△１．４％となりました。

営業利益は、前年から５５億円減益の１４億円と
なりました。国内では売上減に伴う差益減に加え
賞与増による人件費増、海外ではマーケティング
コスト増など、織り込み済みの要因によるもので
あり、ほぼ想定通りです。

四半期純利益は、１８億円の損失。第１四半期は
売上、営業利益ともに、金額規模が小さいことに
加え、未実現利益の消去に伴う税効果が、
駆け込み需要の反動減などにより課税所得が
減少し、十分に計上できなかったことから、
一時的に税金費用が増加したことによるものです。
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続いて、連結業績におけるセグメント別の状況です。

3

国内化粧品事業の第１四半期の総括は、

ご覧のとおりです。

売上は、消費税増税前の駆け込み需要の

反動影響により３．３％減収の７３３億円。

しかしながら、店頭売上は回復基調であり、

反動は第１四半期で収束するとみています。

また営業利益は、 ３１億円減益の４０億円、

売上減に伴う差益減に加え、賞与増に伴う

人件費増がありました。

第１四半期の取り組みの中でも、ポイントとなる

店頭売上の状況や、具体的な取り組み内容に

ついて、それぞれご案内します。
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まずは、店頭売上の状況です。

国内店販化粧品市場は、消費税増税前の

駆け込み需要の反動減があり、第１四半期は

前年比で△１０％台前半と推計しています。

ただし、月を追うごとに市場は回復傾向にあり、

７月以降は、前年並みに戻ると見ています。

一方、当社の店頭売上は、第１四半期の
３カ月累計で△１５％で推移しました。
なお、３〜６月の４カ月累計では、前年比+７％と
なります。

価格帯でみると、当社の高価格帯化粧品の
店頭売上は、市場の回復スピードを上回って
推移しています。
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当社は、４月から６月にかけて、店頭とWEBで

サンプリングを強化しました。これは、駆け込み

需要が一巡するタイミングでの、新しいお客さまの

獲得や２～３カ月ごとに来店される傾向が強い

化粧品のお客さまの買い替え需要に対応した

ものです。

さらに、サマー関連商品の最需要期である

７月からは、watashi+上でのキャンペーンや、

店頭での売場づくり、紹介活動を強化し、

店頭売上の拡大をめざしています。

また、昨日7月30日には、一部デパートで

「アルティミューン」を先行発売し、計画の3倍を

超える売上となるなど、好調なスタートを切りました。

そして、これらの活動と、昨年末から進めてきた

マーケティング改革を連動させ、下期の

「エリクシール」、「マキアージュ」などの

ブランド刷新に結びつけていきます。

同時に、売上構成の大きいドラッグストアでは、売場

の拡大が売上に直結するため、１０月のエリクシー

ル刷新時から、小売各社と共同開発した売場什器・

ツールを導入します。

6



次に、グローバル事業です。

売上は現地通貨ベースで１．８％の減収、

円ベースでは、円安の影響により、９．８％増収の

９２６億円、営業利益は、３３億円の損失と

なりました。
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海外の第１四半期、１月～３月の地域別の

ポイントはご覧のとおりです。

米州は、「NARS」が好調に推移したものの、

物流センターのトラブルもあり、前年を

下回りました。

欧州は、イタリア、スペイン、ロシアが好調に

推移したものの、ブランド強化の実施が第２四半期

以降になるフレグランスが前年を下回り、欧州全体

でも前年を下回りました。

アジアは、３月に美白新製品を発売した「オプレ」が

堅調に推移した中国が前年を上回ったことに加え、

アジア全体でも前年を上回りました。

利益面では、売上減に伴う差益減に加え、中国、

ベアミネラルへのマーケティングコスト増、

ギリシャにおける市場在庫の適正化に向けた

返品引当の増加が影響しました。
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海外は、すでに第２四半期を終了しているため、

売上の概況をご説明します。

米州では、５月にベアミネラルから初の

リキッドファンデーション「ベアスキン」を

発売しました。米国で、大手小売企業の「ULTA」と

「SEPHORA」のファンデーション売上ランキングで

それぞれ５月に１位、３位に入るなど、好調な

スタートを切っています。なお、第２四半期に入り、

オペレーションコストはかかっているものの

物流体制の復旧も進み、米州全体でも、

プラス成長を回復しています。

欧州では、カリタ、デクレオール事業の売却に伴う

売上減などにより、前年を下回りましたが、

ロシアではグローバルブランド「SHISEIDO」が、

好調に推移しています。

アジアでは、中国が、「Za」やEコマースが好調に

推移したことにより前年を上回り、アジア全体でも

前年を上回りました。
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下期は、主力ブランドのグローバルブランド

「SHISEIDO」から、マーケティング改革第一弾となる

「アルティミューン」を９月に発売します。既に、

世界各国で大規模なプレスイベントや雑誌タイアップ

などのマーケティング活動を積極的に実施しており、

各地の予約、先行発売も順調に進んでいます。

また、中国では、主力ブランド「オプレ」、「ウララ」の

ブランド刷新を行うことに加え、拡大する中間所得層

への対応、Eコマース市場の拡大など販売チャネル

の変化への対応、そして現地社員の積極登用を

含む組織体制の見直しなどを進め、より高い

成長性の実現をめざします。
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続いて、貸借対照表です。

６月末の総資産は、前期末と比較すると、

６１６億円減少し、７，３９８億円となりました。

これは、有利子負債の返済や配当金支払いにより、

現預金・有価証券が減少したことに加え、期末と

第１四半期売上計上の期間差により受取手形と

売掛金が減少したこと、６月末の為替が３月末と

比較して円高となったことなどが影響しています。

なお、有利子負債比率は、前期末から１．０ポイント

低下し、２９．３％となりました。
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12

それでは、上期見通しです。

売上高は、前年に対し２．６％増収の３,７００億円の

見通しです。期初計画から４０億円上方修正

しました。国内は変更ありませんが、海外は

為替水準を中心に見直し、円ベースでは６．９％の

増収となります。

なお、営業利益以下、全ての段階利益に変更は

ありません。



通期見通しについては、為替水準が不確定なこと

などから、見直しはいたしません。
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次に、持続的成長に向けた我々経営陣の議論に

ついてご説明します。

魚谷が執行役員社長に就任し、新経営体制に

移行してから１００日間がすぎました。その間、

当社ではグローバル経営の実現に向け、

全役員と国内外の事業所責任者が５つのテーマに

沿って経営課題と戦略を議論し、２０２０年の

「資生堂のありたい姿」をまとめた「VISION ２０２０」

と中期経営計画の骨子を策定しました。

今後は、具体的な数値目標やその達成に向けた

ブランドの改廃、エリア展開など、

具体的なアクションプランを一つひとつ詳細に

つめていくとともに、社内的な決裁プロセスを経た

上で、しかるべきタイミングでみなさまにご案内

します。
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続いて、全社コストの見直しと効率化の徹底に

ついてです。

コスト構造改革では、２０１３年度と

２０１４年度累計で２４０億円のコスト削減効果を

生み出すべく、全社コストの見直しと効率化を

徹底しており、第１四半期は計画を上回るペースで

進捗しています。

７月からは 、新たな取り組みとして、海外主要市場

の当社グループ企業のメディア購入を一元化しまし

た。化粧品販売において必要不可欠な投資である

広告出稿で、グローバルレベルでの

スケールメリットを生かしたさらなる効率化に

取り組みます。

今後、このような取り組みで生み出した原資は、

マーケティングと研究開発に向けて積極的に

投資していきます。
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最後に、ブランドマーケティングの強化について

です。

国内では、４月よりブランド、チャネル別の店頭売上

を、また海外では、 ７月より出荷売上を、

役員および各事業のブランド開発チーム、営業現場

へ毎日配信し、社内での「見える化」を徹底する

ことで、日々の売上変動に対する意識を高めて

います。

この実績の「見える化」に加え、下期よりブランド別

収益管理が月次で可能になる仕組みを整え、

ブランドを横断した機動的な費用の組み換えなど、

意思決定のスピードアップをはかります。

そして、７月１８日のエリクシール発表会で

ご案内した通り、「ブランドマネジメント制」を導入

します。ブランドマネージャーが販売第一線とともに

一気通貫で担当ブランドの商品企画から、開発、

生産、販売までのすべての責任と権限を持ち

統括していきます。
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同時に、本社を含めた全社員参加型のプロジェクト

「ICHIGANプロジェクト」を立ち上げ、実行力を

高めていきます。

このように、これから始まるブランドイノベーションの

中で、「見える化」で徹底される「データ」と

「ICHIGAN」プロジェクトから生まれる人の知恵と

力を結集しながら、全社一丸となって、顧客への

提供価値にフォーカスし、競合ブランドとの戦いに

「勝つ集団」に変革していきます。
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私からのご案内は以上です。

ありがとうございました。



【補足1】 報告セグメント 売上高・営業利益

（億円）

15/3期

第１四半期

14/3期

第１四半期
前年差 前年比

国 内 化 粧 品 733 758 △25 △3.3%

グ ロ ー バ ル 926 843 +83 +9.8%

そ の 他 25 22 +2 ＋10.7%

売 上 高 1,684 1,624 +60 +3.7%

国 内 化 粧 品 40 71 △31 △43.5%

グ ロ ー バ ル △33 △11 △22 －

そ の 他 7 5 +1 +24.3%

全 社 ・ 消 去 0 3 △3 －

営 業 利 益 14 69 △55 △80.2%
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【補足2】 地域別 売上高

（億円）

15/3期 第１四半期 14/3期 第１四半期 前年差 前年比
外貨

前年比
構成比 構成比

日 本 795 47.2% 822 50.6% △26 △3.2% △3.3%

米 州 268 15.9% 255 15.7% +13 +5.3% △5.5%

欧 州 239 14.2% 216 13.3% +23 +10.6% △3.6%

ア ジ ア ・
オセアニア

382 22.7% 332 20.4% +50 +15.2% +3.3%

海 外 計 888 52.8% 802 49.4% +86 +10.8% △1.4%

合 計 1,684 100% 1,624 100% +60 +3.7% △2.3%
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【補足3】 売上原価および販売管理費

（億円）

15/3期 第１四半期
増減

＋：コスト減
前年比

為替
影響額

為替影響
除く増減
＋：コスト減売上比 率差（+低下）

売 上 原 価 394 23.4% △0.1% △16 +4.3% △27 +11

販 管 費 1,276 75.8％ △3.3％ △99 +8.4% △70 △29

（ 国 内 ） 641 80.8% △4.5% △16 +2.5% - △16

（ 海 外 ） 635 71.3% △2.7% △83 +15.1% △70 △13

M コ ス ト 380 22.6% △1.3% △34 +10.0% △24 △10

人 件 費 477 28.3% △1.3% △39 +8.9% △22 △17

経 費 396 23.5% △0.6% △24 +6.4% △22 △2

M&A関連償却費 24 1.4% △0.1% △2 +9.6% △2 +0
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【補足4】 販売管理費 国内外内訳

（億円）

15/3期

第１四半期

14/3期

第１四半期

増減
＋：コスト減

前年比
為替

影響額

為替影響を
除く増減

＋：コスト減

国 内 166 165 △1 +0.7% - △1

海 外 214 180 △33 +18.5% △24 △9

M コ ス ト 380 345 △34 +10.0% △24 △10

国 内 275 260 △15 +5.8% - △15

海 外 201 178 △24 +13.4% △22 △2

人 件 費 477 438 △39 +8.9% △22 △17

国 内 199 199 +1 △0.3% - +1

海 外 197 173 △24 +14.1% △22 △2

経 費 396 372 △24 +6.4% △22 △2

国 内 0 0 ±0 ±0.0% - ±0

海 外 23 21 △2 +9.8% △2 +0

Ｍ＆Ａ関連償却費 24 21 △2 +9.6% △2 +0

国 内 641 625 △16 +2.5% - △16

海 外 635 552 △83 +15.1% △70 △13

販 管 費 合 計 1,276 1,177 △99 +8.4% △70 △29
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